一 今宫の 自慢話 

ことしの 夏 は、 そんな 間がなくて、 とう/^ 見 はづし 

て 了うた ので、 残念に 思うて ゐる。 毎年、 どっかで 見 

ない 事の ない 「夏祭 浪花 鑑」 の 芝居で ある。 音羽屋と 

言 ふ 人の、 今度 久しぶりで、 院本に 拠った 団七 九郎兵 

衛は、 見たかった けれども、 今更 どうに もなら ない。 

でも、 其 演出 は 原作に 忠実で あつたと 言 ふだけ に、 一 

个処 見て 置きたい 場面が あった。 「祇園 囉 しの 祭りの 

太鼓。 ちょうや、 ようさ。 ようさ や、 ちょうさ。 …… 」 

かう 言 ふ 調子 づ いた 原文の、 祭りの 日の 気分の 写生が、 

十分に 出た かどう か y 触れて 見たかった ので ある。 ど 



天 王 寺 も今宫 も、 早く 止めた が、 やはり だいがく を舁 

いた 村で ある。 産土神から 言へば、 難 波. 木津の 祇園 

なのに 適当 だが、 村の 歴史から 言へば、 今宫 がー 等此 

に 縁 深さう に 見える ので ある。 今 宫は小 西 来 山の 十万 

堂の 残って ゐる処 で、 果して 真 作 かどう か 疑 はしい け 

れど、 「今宫 は、 虫 どころ なり。 つんぼな リご と 言 ふ 

句が、 諺の 様に、 いまだに 旧 住民の 子孫に は 伝 はって 

居る。 その 没 風流に 比 興した 聾の 夷 神で 名高 くもなつ 

た。 村の 氏神と 祀られ て 居る の は、 夷の 社で はなく、 

おさき 次 郎兵衛 の 心中の あった 杜 にあ つ た 広 田の 社で 

ある。 それで 居て、 土地の 旧家の 書き物に も、 村人の 



自慢話に も 京の 八阪 社との 深い関係 を 説いて ゐる。 

「祇園のお 御輿 も、 今宮が 出ん なら、 びり，^ 動き もせ 

んご かう 信じ もし、 言 ひふら しもした。 隣村の 我々 な 

ど は、 さう した 由緒の ない こと を 肩身 狭く 感じた 事 さ 

へ ある。 これ は噓 でも、 ま 違 ひで もなかった。 大阪の 

旧地 誌 は 固より、 京都 側の 書き物に も、 其 通りに 伝へ 

て 居る のが 段々 ある。 八 阪の駕 輿 丁の 出る 村 だから、 

京の 山鋅を 似せて、 舁き 出した と 言 ふ 事 もな り 立つ か 

も 知れぬ。 だが、 此 小話で は、 そんな 点 迄 かたづけて 

居る 事 は 出来ぬ。 

二 夏祓 へから 生れた 祭り 



広 田の 氏子が、 祇園の 神人で あると いふ 事 は、 一体、 

どうした 事で あらう。 だが、 此は 不思議で も 何でもな 

い。 かう した 例なら、 幾らでも 挙って 来る。 

日吉の 神輿 は、 京方へ おりる と、 きまって 加 茂 河原の 

ムラ 

細工 (皮) の 家 群に 立ち よられた。 さう して 権現が 人 

間の 世に、 世話 を 申した 「小 次郎」 の 子孫の もてなし 

を 受けられ るの だと 説明して ゐる。 此は、 固より 仮リ 

の 説明であった。 山 王の 神人と して、 遠く 離れ 住んだ 

奴隸 村な のであった。 其が、 何時から か、 卑 人の 渡世 

として 我人 共に 認めた 馬具 細工 をす る 様になって ゐた 

ので ある。 謂 は y 此は、 神輿 洗 ひで あり、 麓 川の 贄を 



献る事 を 職と して 居た ものであった らしい ので ある。 

今 宫の村 は、 元、 祇園の 神輿 を 浪花の 海まで 舁き 下つ 

ミ ソ ミツギ 

て、 神の 禊ぎ の 助け をし、 海の 御調 を搬ぶ 様になって 

居たら しい 証拠が ある。 今 宫の駕 輿 丁の 話 は、 祇園の 

神の 召使 ひであった 俤を 示す と共に、 広 田 や 西の 宫 (夷 

神) と 引つ か、 り を 見せて くれる ので ある。 

元々、 禊ぎ の 神で もない のに、 広 田 • 西の 宫は 古く か 

ミヌメ 

ら、 住吉 • 汶 売の 神々 と ごつ ちゃに 考 へられて 来た。 

禊ぎ の 助手で ある 海辺の 民が、 其方 面の 神 を 主神と す 

るの は、 不思議の ない 話で ある。 一体 祇園 は、 古い 「夏 

祓へ」 の 形 を がらり と 変ら した 神であった。 行 疫神自 



と 言へば、 唯、 禊ぎ 祓へ ばかり を 掌って ゐた 様に 見え 

る。 神道 を 陰陽道に よって 神学 化し、 仏教に よって 哲 

学 化した 卜 部 流の 力 を 示して ゐ るまで V ある。 其 を 嫌 

うた 国学の 先輩た ち も、 仏教 臭味 を 嗅ぎ分けた 程に は、 

長く 久しい 道教の わりこみ を、 切り ほぐす 事 は 出来な 

かった。 

祭り は、 禊ぎ に 伴 ふ 夏 神楽から 出て 居る。 神楽 は 鎮魂 

のために 行 ふ ものであった。 禊ぎ の 後の 潔 まった 身の 

内に、 外来の 威 霊 を 堅く 結び 止めよう とする 儀式で あ 

ァソビ 

る。 冬の 凍る 夜に 限った 楽 舞が、 夏に も 行 はれる やう 

になった ので ある。 



三 まつりの 語原 

今までの ところでは、 まつりの 語原が、 あまり 説き 散 

されて、 よしあしの 見さ か ひもつき かねる 程に なって 

ゐる。 其 中で は 「祭り は、 献リ だ。 政 は 献り事 だ」 と 

強調して 唱 へられた、 先師 三 矢 重 松 博士の 考 へが、 ま 

づ、 今までの 最上 位に ある ものである。 

ま つると 言 ふ 語が 正確に 訣らな いのは、 古代人の 考へ 

癖が 呑み こめない からだと 思 ふ。 神の 代理者、 即、 

御言 実行者の 信仰が、 まづ 知られねば ならぬ。 にゝぎ 

カブ ロギ カブ 口 ミ 

の 命 は、 神 考 • 神妣 のみこと もちと して、 天の下に 降 

カブ 口 ギ カブ 口 ミ 

られ た。 歴代の 天子 も、 神 考- 神妣 に対して は、 にゝ 



ぎの 命と 同 資格の みこと もちであった。 さう して、 天 

子から 行事 を 委任 せられた 人々 は、 皆み こと もちと 称 

せられる。 宰の字 をみ こと もちと 訓 むの は、 其 為で あ 

る。 

みことと は 神の 発した 咒詞 又は 命令で ある。 みこと を 

唱 へて、 実効 を 挙げる のが^で ある。 「伝達す る」 よ 

り は 重い。 神に 近い 性格 を 得て ふるま ふこと になる。 

rs の 内容 を 具体化して 来る と 言 ふ 意義が、 まつる の 

古い 用語 例に あったら しい。 それ は、 またす • まつる 

の 対立 を 見れば 知れる。 語根 をみ と 別と で 変化 さ 

せて ゐる。 使 • 遣と 言 ふ 字が、 日本 紀の 古訓に は、 ¥ 



たす と 始終 訓 まれて ゐる。 まつり だす. まつだすな 

どゝ は、 成立 を 別に 考へ ねばならぬ 語であった。 意訳 

すれば、 命 を 完了せ しめる と 言 ふ 様に も 説け よう。 み 

言 を 具体化 してやる。 かう 言った 意義が、 まつ を 中に 

して、 通じて ゐる。 其 実現した 状態 を 言 ふ 語が、 また 

(全) しなので ある。 

第 一 義に 近いと 解す る 事の 出来る の は 「酒 ほか ひの 歌」 

である。 

ミキ ミキ 卜コョ イマ 

この 御酒 は、 吾が 御酒なら ず。 くしの 神 常世に 坐 

す いはた、 す すくな 御 神の、 神 寿 寿きく る ほ 



し、 豊 ほき 寿き 廻 ほし、 まつり 来し 御酒 ぞ。 あさ 

ず 飲せ。 さゝ (仲哀 記) 



まつる の処 は、 記. 紀 共に、 一致して 伝へ てゐ る。 此 

まつる は献 じに 持って来 たと はとれ ぬ。 「来し」 は 経 

過 を 言 ふので、 「最近まで まつり 続けて 来た 所の」 の義 

であって、 後代なら 来たと 言ふ処 だ。 即、 『神秘な 寿ぎ 

ヮザ 

の 「詞と 態と」 で ほき、 踊られて まつり 来られ、 善美 

を尽 した 寿き 方で、 瓶の 周り を ほき 廻られて、 まつり 

続けて 来られた 御酒 だよ』 と 言 ふ 事になる。 「まつり 

こし I のまつ る は、 「ほき ま をす」 に 当る ので ま をす の 



出ぬ 前の 形で ある。 「ほき 言」 を代宣 るの 義に 説けば 

よい。 天つ 神の 代りに、 「酒精の 神少彦 名」 が、 酒の 出 

来る まで、 ほき 詞 をく リ 返し 唱 へたと 言 ふの だ。 

みの 語根 は、 ^らしい と、 前に 言うて 置いた。 咒詞 

の 効果の あがる 事の 完全な 事 を 示して、 また (全) し 

と 言 ふ 語の ある こと を も 述べて 置いた。 まつる 者に し 

て、 命じる 者の 側で は、 またす (遣 • 以 • 使 遣) が あ 

る。 神の 代理者 即、 御言 執行と して 神 言 を 伝達す ると 

共に、 当然 伴 ふ 実効 を 収めて 来る 意 だ。 まつろ ふが 服 

従の 義を 持つ の は、 まつる が 命令 通りに 奉仕す る、 と 

言 ふ 古義が ある 事 を 見せて ゐ るので ある。 其 大部分と 



して 残って ゐ たのら しい。 古い 祭事に は 「まつり」 を 

つけて 言 はない のが 多 いのも、 まつりの 範囲が 広 かつ 

マ マチ 

たからで ある。 私 は 「待つ .献 つ. 兆」 などから 出た 

ものと 考 へて ゐた事 も あるが、 其 等 は 第二義に も 達せ 

ぬ 遅れた ものであった。 「 ••：： まつる」 と 文 尾に 始終 

つく 処へ、 まつろ ふの 聯想が 加って、 自卑の 語法と な 

つて 来たの だ。 

八 百 稲 千 稲に ひき 据ゑ おきて、 秋 祭爾奉 〔牟 止〕 … 

マヰゥ ゴナハ ヲ 

参 聚群リ て… たゝ へ詞竟 へまつ る …… (龍 田 風神 祭) 

この 「秋 祭」 は、 今 言 ふ 「秋祭り」 ではなく、 秋の 献 

り ものと して 奉らむ と 言 ふ 意で あらう。 此 などになる 



と、 覆奏. 奏覧 などの 義 から 遠の いて、 献上す ると 言 

ふ 事に なって ゐる。 かう して、 祭りが、 幣帛 其 他の 献 

上物 を 主と する もの、 様に 考 へられて 来て、 まつり . 

まつりごとに 区別 を考 へ、 公事の 神の 照覧に 供へ る 行 

ナゴ ネギラ 

事 を 政と いひ、 献上 物 をして 神慮 を 和め、 犒ふ 行事と 

して まつり を考へ わけた のではなかった らう か。 

四 夏祭り 

平安朝に 著しくな つたの は、 神 は 楽 舞 を 喜ぶ ものと 考 

へる 信仰で ある。 参詣した 時に 奏する 当座の 神 遊び も 

あるが、 大社に は 貴人との 約束で、 定祭 以外に、 年中 

行事と なった 奏楽 日 も ある。 臨時 祭と 言 ふの が、 其で 



祭に 接して、 鎮 花祭が 行 はれ、 人々 は 狂奔 舞蹈す る。 

其から 暫くして、 御霊 会に 祇園 会が 行 はれる。 都人の 

頭に は、 夏の 祭りが 沁み 入る 訣 である。 だが、 夏の 祭 

り は 皆、 厄除け. 邪 霊送りの 意義の ある こと は、 通じ 

て 見える 事実で ある。 石 清水 臨時 祭の 如き も、 将 門- 

純 友 追討の 神 力 を、 後世まで も 続けて 貰 はう とする の 

である。 賀茂 祭り は 斎 院の御 禊が 中心と なって 居る。 

大ぬ さの 流される の も、 同じ 時で ある。 御手洗 川 • 釓 

河原な どが、 民間の 禊ぎ の定 用地と なった の も、 此為 

である。 

鎮 花祭 は、 季節の 替り 目に 行疫神 を逐ふ ものと 謂 はれ 



稲の 贄を 饗応す る 為の 斎み だから、 「贄へ 斎み」 の義 で、 

に ひなめ . に ふなみ . にへ なみ • に はな ひな ど 言うた 

ので ある。 

其 夜 は 神が 一宿して 行く。 其 日 家に 残って、 幾日 来 「を 

とめの 生活」 に虔ん でゐる 家の 女 —— 主婦で ある 事 も、 

処女で ある 事 もあった であらう の 給仕 を 受け、 添 

ヒ トヨ ゾマ 

寝 をして 行った ものと 思 はれる。 此が、 一夜 夫婦と い 

ふ 語の 正確な 用例で ある。 又 地方に よって は、 家の 長 

上なる 男が あるじ 役 を 勤める 処も 多かった らしい。 又、 

まれび とも、 大勢の 伴 神 を 連れて来る 事 もあった。 其 

等の 神た ちが、 座 を 組んで、 酒の 廻る に 従うて、 順番 



に 芸能 を 演ずる 事 もあった。 

ニヒム 口 

此日神 を 請ず る 家が 「新 室」 と 称 へられた。 昔から 実 

際 新しい 建て 物 を 作る の だと 考 へられて 来て ゐる。 だ 

ノ フル ムロ 

が、 来臨した まれび との 宣リ 出す 咒詞の 威力 は、 旧 室 

ワカ ムロ ニヒ ドノ 

を 一 挙に若 室 • 新 殿に 変じて 了 ふので あった。 尠 くと 

も、 さう 信じて ゐた。 

大和 宮廷な どで は、 早くから 其 まれび とが、 神に 仮装 

した 村の 男 神人 だと 言 ふ 事 を 知って ゐた。 家々 の 12^3 

^^に は、 自分の 家より 格の 上な 人 を まれび ととして 

光来 を 仰ぎ、 咒 詞を唱 へて 貰 ふ 事が あった。 さう した 

時代に も、 まれび と は 家 あるじに 対して、 舞 ひ をした 



処女 或は、 接待 役に 出た 家 刀自 を、 一 夜づ まに 所望す 

る 事 も 出来た ので ある。 平安朝 以後 頻りに 行 はれた 上 

ダイ キヤウ 

流 公家の 大饗 も、 やはり 一 階上の 先輩 を 主賓と して 

催された。 まれび との 替 りに、 寺院の 食堂の 習慣 を 移 

して、 尊者と 称へ てゐ た。 

六 海の 神. 山の 神 

まれび とが 贄の あるじ を享 けに 来る の は、 多く は 一 家 

の 私の 祭りであった 様 だが、 此が村 中の 祭事と して、 

村人の 出 こぞった 前で 行 はれる 事 もあった らしい。 い 

づれ にしても、 此等 のまれび とが 神と して 考 へられ、 

社に 祀られ る 様になる と、 家 祭りが 村 中に 拡がって 来 



る。 さう した 社の 中には、 却って、 さう した 稀に 臨む 

神 を 祀る事 を 忘れて、 土地に 常 在す る 邪悪の 精霊 を 斎 

はうて、 まれび とと 混淆した もの も 多い。 其で も、 田 

の 精霊 • I の 精霊 を 作物の 神と 考 へた 痕は、 僅かし か 

ない。 田 苑に水 を くれる 海の 神 を、 田苑の 守り 主と 見 

てゐた 伝承が 多い。 海の 神が、 元、 海の 彼方の 常世の 

国の 神であった 事 は、 既に、 他に 述べた 事が ある。 

水 を 司る 方面ば かりから 見た 海の 神 は 分化して、 曠 

野 • 山間に 村 を 構へ ると、 川 • 井 • 淵な どに 住む 動物 

の 様に 思 はれて 来る。 全体としての 常世の国 のまれび 

d は、 天から 来る 神と なり、 或は 忘られて 了 ふ。 中に 



は、 山の 神と 一 つに なって 了うても 居る。 山の 神 は、 

土地の 精霊の 代表であった。 まれび との 咒詞 によって、 

圧服 を 強 ひられる の は、 常に 山の 神であった。 常世 神 

の 代理者と して、 又 地霊の 代表者と して、 表現の 入り 

まじった 咒詞を 奏して、 同輩の 地霊 を 服せ しめようと 

する 様に もな つた。 常世から 神の 来る 事の 考 へられな 

くな つた 時代 • 地方に は、 山の 神が、 まれび とに 似た 

職掌 を 持 つ 様に もな つて 行った。 

勿論、 此も 山の 神に 扮 した 村の 神人で ある。 宮廷の 新 

ホ ォ ホトノ ホカヒ 

室 寿きなる 大殿祭 • 鎮魂祭 • 新嘗 祭な どに 来る 異装 人、 

又は、 京都 辺の 大社、 平野. 松 尾な どの 祭りに 参加す 



としたら —— 水の 神に もな つた。 だから、 田の神と も 

自然 考 へられる 様になる。 田植 ゑに 来る まれび と は、 

稍 久しく 村に 止って、 村人の 植ゑ 残した 田 を 夜 は植ゑ 

たり もした。 五月の 夜の 籠り 居 は、 神に 逢 ふ 虞れ が あ 

つたから である。 

神々 は、 村の 田の 植わりき つて、 村 全体としての^ J 

ぶりの 饗応 を 供 へられた 夜に 帰る ものと 考 へられたら 

しく、 稍 日長く 逗留す る 事が、 秋の 刈り上げまで 居る 

もの、 様に 思 はれて 行ったら しい。 山の 神. 田の神 は 

おなじ もので、 時候に よって、 居 場 処が替 る だけ だと 

信じられた 地方が 多かった。 水神 —— 農村の 富み を 守 



神社 以前. 以後で、 祭りの 様子 も 変って ゐる。 後の方 

の は、 祭りの 日 どリが 大体き まって 来て、 特殊な 由緒 

を 日 どり に 繋げて 説く 様になって 来る。 極めて 古く か 

らの もので あっても、 段 々祭り 日 を 定める 必要が 起つ 

て 来た。 さう 言 ふ 時代に、 新しく 起った 神社が したの 

とおな じ 方法 をと る 事に なった。 月 を 定めて、 日 は 十 

干に よるの が、 其で ある。 古代からの 自由な 祭祀 も、 

稍 古い 神社 祭事 も、 大抵 此方 法 を 採用して ゐる。 

だが、 干支 を用ゐ 出した の も、 先住 • 帰 化の 漢人な ど 

から 習慣と してと りこんだ 事 を 思 ふと、 極めて 古いに 

違 ひない。 が、 今一 つ 前の 形 は、 占 ひに よって 定める 



に 行 ふの も あり、 七月の 相撲 節会 は 稲穂の 出ようと す 

る 際の、 農村の 年 占 • 豊凶 争 ひの 宮廷 行事に 残って ゐ 

たの だが、 九月に なって、 童 相撲 其 他 を 行 ふ 住 吉の社 

の 類も尠 くない。 だが、 一方 住吉の 十三夜の 日の 相撲 

会 は、 新嘗 祭りから 出て 居る 事 は 明らかで ある。 

大阪 辺の 社で も、 昔 は 九月 尽の 日に は、 神 送り を 行う 

た。 出 雲への 旅立ち を 見送る の だと 言 ふ。 だが、 秋 冬 

の 交叉 期に、 精霊 を 送り出す 式が、 かう 解釈 せられた 

ものと 見る がよ い。 或は 又、 田の神. 水の 神が 今まで 

居た ものと 考 へて 居た 為、 其 を 海の 方へ 送り 帰した の 

かも 知れぬ。 



も、 農村で は、 刈り上げまで は 秋であった。 冬と 言 は 

れる 期間 は 極めて 短い ものであった。 おしつまった 日 

数に 行 ふ 祭りの 数 時間 を、 さして 言 ふ 語であった ので 

は あるまい か。 

秋祭りなる 新 室 ほか ひがす むと、 直に 翌日から 春に な 

つた。 其 過渡の 時間が、 昔の 冬 祭りであった。 刈り 上 

げの あるじ を享 けに 来た まれび とが、 家 あるじの 生 

命 • 健康. 家屋の 祓へ をして、 其 上に 力強い 威 霊 を 身 

中に 密 著させる。 其 行事が 二つに 岐れ て、 秋の 新嘗祭 

りと 冬の 鎮魂祭と を 二 つに する 様になった らしい。 

宮廷の 行事で は 十一 • 十ニ両 月に、 二つまで も 鎮魂の 



儀式 を 行うて ゐる。 即、 鎮魂祭と 清 暑 堂の 神楽と であ 

る。 此日を 以て 冬の 極点と したら しい。 神楽 は 奈良朝 

頃 の 附加 である。 鎮魂祭が^ ¥ と 言 ふ 語 と 関係 あ る ら 

しく、 家屋と 家長ら の祓 への 後に、 よい 咒詞を 以て 祝 

福す る。 其が、 大直 日の 歌の 新年の寿 詞 になる 理由で 

ある。 此 まれび との 咒詞が 冬 を 転じて、 新しい 春に す 

る。 此を 近世で は、 年 神. 年徳神 など 称へ てゐ る。 だ 

が、 其 は 一 分化 だ。 春になる と、 一 年の 村の 行事の 祝 

福と 示威の 予行と をして、 精霊た ちの 見せしめに した。 

田苑の 豊かな 様 や、 精霊の 屈する 様な どを咒 しつ、、 

実演 もした ので ある。 此が 漢人の 上 元 儀式と 一 つに な 



つて、 十四日. 十五 日 或は 節分 丄乂 春の 行事な どに 変 

つた 地方が 多い。 此 動作が 又、 くり 返されて 田植 ゑの 

際に 行 はれる。 田 遊びが 此 であって、 其 咒師の 芸能と 

結びつい たのが 田楽と なった。 

春祭りに 来る まれび と は 神と 考 へ られ もす るが、 目に 

見えぬ 霊の 様に も考 へられて ゐる。 祖先の 霊と 考 へる 

の も あり、 唯の 老人 夫婦 だとお もうて ゐ るの も ある。 

又 多く 鬼. 天狗と 考へ、 怪物と も考 へて ゐる。 春祭り 

の 行事に 鬼の 出る 事の 多 いのは、 此為 であるが、 後世 

流に 解釈して、 追儺の 鬼 同様に 逐ふ 作法 を 加へ る やう 

になった が、 実は 鬼 自身が 守り 主な ので ある。 田楽に 
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